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１ 市民懇話会結果 

 

【開催概要】 

 

開催日 開催時間 会場 参加者数 

8 月 5 日（水） 14～16 時 北部公民館 ホール 6 名 

8 月 6 日（木） 14～16 時 清水公民館 ホール 9 名 

8 月 7 日（金） 14～16 時 植木文化センター 多目的ホール 8 名 

8 月 9 日（日） 10～12 時 秋津公民館 ホール 8 名 

〃 14～16 時 東部公民館 ホール 5 名 

8 月 11 日（火） 14～16 時 南部公民館 ホール 4 名 

8 月 18 日（火） 19～21 時 龍田公民館 ホール 14 名 

8 月 19 日（水） 10～12 時 託麻公民館 ホール 14 名 

8 月 19 日（水） 19～21 時 飽田公民館 ホール 4 名 

8 月 20 日（木） 19～21 時 アスパル富合 研修室 1-3 2 名 

8 月 21 日（金） 10～12 時 熊本市役所 14F 大ホール 29 名 

8 月 25 日（火） 14～16 時 城南総合出張所 3F 会議室 5 名 

8 月 26 日（水） 14～16 時 幸田公民館 ホール 9 名 

8 月 27 日（木） 19～21 時 西部公民館 ホール 9 名 

8 月 28 日（金） 10～12 時 天明公民館 ホール 1 名 

〃 19～21 時 花園公民館 ホール 7 名 

合計 134 名 

 

 

○参加者の性別 

  男性：約 89%、女性：約 11% 

 

○参加者の年代 

  10 代：0.8%、20代：6.1%、30 代：0%、40代：2.3%、50 代：2.3%、60 代：41.2%、70代：42.0%、 

  80 代以上：5.3% 

  

市民懇話会等の結果 
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問１ あなたは、どのような地域に住みたいですか。（２つまで○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

市全体（市政アンケート） 市全体（市民懇話会） 市全体（市政アンケート） 市全体（市民懇話会）

①   日常生活サービス（スーパーや病院など）が充実している地域 1,544 99 74.7 73.9

②   公共交通の利便性が高い地域 977 44 47.2 32.8

③   地域コミュニティ活動が活発な地域 108 33 5.2 24.6

④   災害時等の対応が明確で安心して暮らせる地域 458 30 22.1 22.4

⑤   緑や水辺に囲まれた自然環境豊かな地域 388 31 18.8 23.1

⑥   道路や公園などの都市基盤が充実した地域 332 27 16.1 20.1

⑦   その他 17 1 0.0 0.7

合計 2,068 134
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① 日常生活サービス（スーパーや病院な

ど）が充実している地域

② 公共交通の利便性が高い地域

③ 地域コミュニティ活動が活発な地域

④ 災害時等の対応が明確で安心して暮ら

せる地域

⑤ 緑や水辺に囲まれた自然環境豊かな地

域

⑥ 道路や公園などの都市基盤が充実した

地域

⑦ その他
市全体（市政アンケート）

市全体（市民懇話会）

●市民の多くは、施設が充実した地域や公共交通の利便性が高い地域に住みたいと回答しており、本市

が目指す多核連携都市の方向性と合致している。 

●なお、市政アンケート結果と比較した場合、「地域コミュニティ活動が活発な地域」が高く、市民懇

話会への参加者が自治会長などが多かった影響である。 
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問２ 現在住んでいる地域は暮らしやすいですか。 

  → 問３・４ 暮らしやすい・暮らしにくい理由。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【「暮らしやすい」主な理由】 

 ・スーパーや病院など日常生活サービスが充実している 

 ・公共交通等の利便性が高い 

 ・緑や水辺に囲まれて自然環境が豊か                   など 

 

 【「暮らしにくい」主な理由】 

・地域のコミュニケーションがとりにくい 

・住宅地内の道路が狭いとともに、通過交通の自動車が多い 

・空港や中心部までのアクセスに時間がかかる               など 

 

 

 

問５ 日常生活においてどこに行っていますか。 

（１）食料品の買い物（２～３施設） 

（２）風邪等でかかる病院（２～３施設） 

（３）銀行・郵便局（２～３施設） 

（４）その他（介護施設など）（２～３施設） 
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① 暮らしやすい ② 暮らしにくい

89.1

10.9

市全体

●現在住んでいる地域に対して「暮らしやすい」と回答した人が約 9 割を占めており、本市が暮らしや

すい都市であることが伺える。 

●暮らしやすい主な理由は、「日常生活サービスが充実している」や「公共交通等の利便性が高い」な

どが多く、今後もこれらを維持していくことが重要である。 

●一方、暮らしにくい理由としては、地域コミュニティや道路渋滞などに対する意見が多く、今後はこ

れらの解消も求められる。 
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問６ 問５の施設を利用する際の主な交通手段は何ですか。 
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回答者数 自家用車 徒歩 二輪車 バス・市電・鉄道 その他

人 102 41 42 11 3

％ 76.1 30.6 31.3 8.2 2.2
134

・第 4 回熊本都市圏 PT 調査（H24 年）における「私用」目的の代表交通手段トリップ構成比では、

自動車が約 65%を占めており、バス・市電・鉄道の公共交通は 5%と少ない状況である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

16.0 9.1 2.3 65.2 3.7

0.8

0.5

2.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

私用

徒歩

自転車

バイク

自動車

バス

市電

鉄道

その他

●日常生活施設等への交通手段では、「自家用車」が約 76%を占めており自動車への依存度が非常に高

いことが伺える。 

●一方、バス・市電・鉄道の公共交通は約 8%と少ない状況である。 

徒歩 16% 

二輪 11.4% 

自動車 65.2% 

公共交通 5% 
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問７ 日常生活で困っている事はありますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【困っている点の主な意見】 

 ○食料品の買い物 

・お店まで遠く、たくさん買いたいときに買えない。（大きいものを持って帰るのが大変） 

・直ぐ近くにはコンビニや八百屋しかなく、スーパーまで時間がかかる。     など 

 

○公共交通（バス・電車）の利用 

・バス路線が分かりにくい。 

・サービス水準が低い（昼間は 1 時間に 1 本、バスの定時性が悪いなど）     など 

 

  

11.4

4.1

5.0

24.8

1.9

88.6 

95.9 

95.0 

75.2 

98.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

食料品の買い物

風邪等でかかる病院

銀行・郵便局

公共交通(バス・電車)の利用

その他（介護施設など）

困っている 困っていない

困っている（人） 困っていない（人） 困っている（％） 困っていない（％）

食料品の買い物 14 109 11.4 88.6

風邪等でかかる病院 5 117 4.1 95.9

銀行・郵便局 6 115 5.0 95.0

公共交通(バス・電車)の利用 31 94 24.8 75.2

その他（介護施設など） 2 101 1.9 98.1

●日常生活においては、「公共交通（バス・電車）の利用」に対して困っている人が約 25%と高く、そ

の理由としてはサービス水準に対する意見が多かった。 

●その他、「食料品の買い物」に対しては近くにスーパー等がなく困っているとの意見があった。 

●なお、現在は困っていないが将来的に自動車免許等を返納した場合や小中学生などの移動を考えた場

合には困るとの意見も伺えた。 
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問８ あなたが住んでいる地域を暮らしやすくするためには、どういった取り組みが必要です

か。 

 

 

 

 

 
 

 【主な意見】 

 ・若い人達など、住民の地域行事等への参加意欲の高揚及び地域のまとまり。（地域コミュニティの充実） 

 ・歩道の整備やバリアフリー化の推進。 

 ・都市高速及び地下鉄等の交通システムの導入による交通渋滞の解消。       など 
 

 

問９ 多核連携都市づくりに対する意見。 

 

 

 

 

 

 

 【多核連携都市づくりに対する主な意見（賛成意見）】 

 ・コスト面において全体の整備を考えると良いと思う。 

 ・歩いて暮らすライフスタイルは健康づくりにもつながるし、健康都市として内外に PR が必要。 

 ・これからの時代に対応するための 1 つの手段としては、より進めて行く必要がある。  など 

 

 【多核連携都市づくりを進めるに際しての主な意見】 

 ・高齢化が進む中で公共交通機関の果たす役割は大きいので、利用しやすい仕組みが大切である。 

 ・環状道路の充実が必要である。 

 ・歩く人に対して安心して歩ける歩道の整備が必要である。 

 ・歩くだけでなく、自転車や高齢者が利用する自動三輪車へ対応した道路整備も必要。  など 
 

 

問１０ 郊外部の維持活性化に向けた意見。 

 

 

 

 

 【郊外部の維持活性化に向けた主な意見】 

 ・過疎的な地域に住む人の取り扱いを十分検討してもらいたい。 

 ・人材の教育、子供が多くなる様に若者が暮らしやすい地域にする。 

 ・今まで住んでいた人と新しく転入した人との交流。                 など 

 

●地域コミュニティ活動などの充実に対する意見が多く、多核連携都市の実現とあわせて、地域力の向

上は必須であり、国が進める地方創生にも繋がると考えられる。 

●その他、歩道整備や交通渋滞の解消など、都市基幹整備に対する意見も多く伺えた。 

●本市が進める多核連携都市づくりに対しては、将来的な少子高齢化・人口減少時代を考えた場合、持

続可能な都市経営や健康増進などの観点から、市民も総じて賛成の方向性であった。 

●ただし、多核連携都市づくりを進めるに際しては、公共交通の充実や交通渋滞の解消、さらには歩き

やすい環境づくりが必要と言う意見が多くあった。 

●多核連携都市づくりを進める一方、郊外部の維持活性化に対する意見も多く、人材面や若者が暮らし

やすい地域づくりへの意見、さらには地域コミュニティの充実に対する意見が多くあった。 
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●意見整理表 

 暮らしやすさ 暮らしやすいと感じる理由（プラス面） 暮らしにくいと感じる理由（マイナス面） その他 

植木地区 

（北区役所周辺） 

●暮らしやすい：5 名 

●暮らしにくい：3 名 

・自然豊かで、住民同士も協力的で助け合える。 

・日常生活の利便性が高い。 など 

・道路が狭くて離合できない。国道 3 号が渋滞している。 

・国道 3 号まで出ないとバスに乗れない。   など 

・高齢者が多く、その方々の今後の生活が心配 

・農業集落の維持活性化が必要 

・植木駅の整備が必要  など 

北部地区 

（北部総合出張所周辺） 

●暮らしやすい：4 名 

●暮らしにくい：2 名 

・中心部や光の森などへアクセスが良い。 

・コミュニティ活動が活発である。 

・自然がいっぱい        など 

・バスの運行本数が少ない。 

・スーパー等が近くになく不便。       など 

・西環状道路完成による 3 号の渋滞を懸念。 

・3 号線の二車線化を希望 

・西里駅の整備が必要  など 

楠・武蔵ヶ丘地区 

（楠・武蔵ヶ丘周辺） 

●暮らしやすい：13 名 

●暮らしにくい：1 名 

・日常生活の利便性が高い。静かである。 

・道路などの都市基盤が充実している。 

・公共交通などの交通の便が良い。        など 

・交通渋滞がひどい 

・高齢者が歩ける環境ではない。        など 

・北区役所へのアクセスが不便 

・空き家の対策が必要 

・古くに開発されたニュータウンへの対策必要 

八景水谷・清水亀井地区 

（堀川・亀井駅周辺） 

●暮らしやすい：11 名 

●暮らしにくい：1 名 

・日常生活や公共交通の利便性が高い。 

・中心部へすぐに行ける。 

・遊水地公園があるなど散歩等の環境も良い。  など 

・坂が多く道路が狭いため交通事故等危険が多い。 

・3 号が渋滞している            など 

・高齢化が進んでおり歩ける環境が必要 

・北区役所へのアクセスが不便。 

・駅や空港へのアクセス性の向上が必要 など 

子飼地区 ●暮らしやすい：2 名 

●暮らしにくい：1 名 

・商店等が近くにあり便利。 

・中心部に近いのに静かで、交通の便が良い   など 

・マンション等の住民が多くなり地域間のつながりがよくない。                      

・道路が狭い。         など 

・バスを待つ環境の向上が必要。 

・歩くことは健康にも良い。 

・子飼への市電の復活     など 

長嶺地区 ●暮らしやすい：17 名 

●暮らしにくい：0 名 

・日常生活や公共交通の利便性が高い。 

・自然が身近で子どもが多く活気がある。 

・地形的に災害等の心配が少ない。        など 

・中心部以外に公共交通で行きにくい。 

・地域のコミュニケーションが不足している。  など 

・タクシー券などの活用が必要。 

・IC や空港などから都市高速道路を整備 など 

水前寺・九品寺地区 ●暮らしやすい：15 名 

●暮らしにくい：0 名 

・体育館や図書館や公園などの教育文化環境が良い。 

・日常生活が便利。 

・中心市街地に近くて静か。           など 

・渋滞が激しい。 

・町内で集まれるような集会所が無い。 

・地域コミュニティが不足している。  など 

・自転車利用環境の向上が必要 

・自治会への加入が必要。地域のリーダーの育

成が必要  など 

健軍地区 ●暮らしやすい：13 名 

●暮らしにくい：0 名 

・日常生活や公共交通の利便性が高い。 

・自然環境が良く、災害が起きにくい。 

・とにかく住環境が良い      など 

・健軍商店街の活性化が必要。 

・渋滞がひどい。道路が狭い。  など 

・高齢者への対策が必要 

・地域のコミュニケーションの充実が必要 

・市電の延伸やモノレール化はどうか。 など 

平成・南熊本地区 

（平成・南熊本駅周辺） 

●暮らしやすい：12 名 

●暮らしにくい：2 名 

・中心市街地に近く、日常生活の利便性が高い。 

・総合病院が充実し、公園などもなる。      など 

・交通渋滞等がひどい。周りがどんどん駐車場になっている。 

・住民の協調性が悪い。           など 

・市電やバスの環状線化はどうか。 

・ごみだしのマナーが悪い。 

・お年寄りを地域で支える取り組みが必要。 

刈草地区 

（島町・上ノ郷） 

●暮らしやすい：12 名 

●暮らしにくい：1 名 

・日常生活や公共交通の利便性が高い。 

・区画整理されており暮らしやすい      など 

・公民館などの地域で集まる場が少ない。 

など 

・新しい JR 駅に駐車場が必要。 

・農業試験場跡地の開発に期待する。 など 

富合地区 

（南区役所周辺） 

●暮らしやすい：2 名 

●暮らしにくい：0 名 

・病院や学校、保育園等がある。 

・自然が多く環境が良い。            など 

・生鮮食品が買えず、川尻や宇土へ行かなくてはならない。 

・公共交通が不便。 など 

・乗合タクシーの整備が必要 

・県営野球場の誘致 など 

城南地区 

（城南総合出張所周辺） 

●暮らしやすい：5 名 

●暮らしにくい：0 名 

・日常生活に必要なものは揃っている。 

・人と人とのコミュニケーションが良い。 

・自然が豊か。                 など 

・めどまち橋の渋滞が激しい。新しい橋を架ける必要がある。 

・公共交通は不便。しかし車前提なので意識してはいない。 

など 

・農業や観光自然などの地域の魅力活用を。 

・小学校が手狭になっており新設分離校を。 

など 

川尻地区 ●暮らしやすい：5 名 

●暮らしにくい：1 名 

・日常生活の利便性が高い。 

・出張所や病院等が近くに立地している。  など 

・３号線で地域が東西に二分化されている。 

・地域で集まれる場がない。  など 

・天明方面の農産物、海産物の利活用を。 

・農家が減っている。 など 

城山地区 ●暮らしやすい：13 名 

●暮らしにくい：1 名 

・日常生活の利便性が高い。 

・自然環境が良く、住民との繋がりが強い。         など 

・公共交通が不便（自動車での移動が前提）。西部車庫の活用を。 

・買い物が不便。 

・子どもが安心して遊べる場が少ない。       など 

・食料品の買い物ができる店が増えてほしい。 

・道の駅の整備などで地域の特産物アピール 

・企業誘致をしてはどうか など 

上熊本地区 ●暮らしやすい：8 名 

●暮らしにくい：0 名 

・日常生活や公共交通の利便性が高い。 

・自然や緑が多く、静かである。 

・歴史、文化的な遺産が多い           など 

・道路が狭い。 

・芳野などは公共交通の便が悪い。 

など 

・西区役所に公共交通でいきにくい。 

・熊本駅、上熊本駅の整備に期待している。 

など 

中心市街地 ●暮らしやすい：4 名 

●暮らしにくい：0 名 

・日常生活や公共交通が充実している。 

・人と人とのコミュニケーションが良い。     など 

・戸建て住人とマンション住人の交流が不足している 

など 

・高齢者になり免許返納しても暮らしやすい 

など 
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 ２ 民間団体ヒアリング結果 

 

■ヒアリング概要 

平成 26 年 11 月～平成 27 年 1 月にかけて、以下の 28 団体に多核連携都市づくりの方向性や各団体が

抱える課題等に関してヒアリングを行ったもの。主な意見は以下のとおり。 

【医療関係】 

民間団体等 主な意見 

熊本市医師会 ・国が在宅医療を推進しており、27 の地域包括支援センターの圏域と 15 の地域

拠点がどのように合致してくるのか 

・高齢者を拠点内の市営団地などに安く住まわせてはどうか 

・病院開設者にこういった計画を情報提供することは可能 

鹿本医師会 ・人口分布や施設立地状況など、行政からの十分な情報提供を望む 

・地域コミュニティの活性化とかかりつけ医を持って生活することが重要 

下益城郡医師会 ・医療サイドが目指す地域包括ケアや在宅医療はまちづくりとリンクすべき 

・今回の地域拠点は、地域包括ケアや在宅医療を含めた拠点であるべき 

・空き家等を活用したデイサービスやグループホームを支援してほしい 

熊本市歯科医師会 ・地域の特性にあった拠点形成を模索すべき。合併町は性質が異なる。 

・熊本市は道路交通網が不便である 

・会員に情報を提供することは可能 

熊本市薬剤師会 ・在宅医療が推進されており、27 センターをベースに圏域を考えることになる 

・市内の薬局は県外資本の業者に押されており、支援すべきは地場薬局である 

・在宅医療と多核連携都市づくりがどのように合致してくるかが課題 

 

【高齢者・障害者関係】 

民間団体等 主な意見 

熊本市社会福祉 

協議会 

・高齢者支援、子育て支援、障害者支援などの福祉の総合窓口があると良い 

・当協議会は地域コミュニティの活性化に取組んでおり、地域のつながりが重要 

熊本市社会福祉 

事業団 

・入所型施設は郊外部の環境豊かな所で良いが、通所型は利便性が良く、分かりや

すい場所にあったほうが良い 

・地域包括ケアシステムと多核連携都市のリンクの仕方が難しい。 

・人口分布など、行政からの情報提供を望む 

熊本市老人クラブ 

連合会 

・現在の地域社会は老人が大半を占めており、コミュニティ形成の大きな担い手で

あるため、活用すべき。 

熊本市老人福祉 

施設協議会 

・建設ニーズは中心部に多いが土地が無い。行政に手伝って欲しい。 

・高齢者になってからの引越しは困難。子育てが一段落した 50 代ぐらいをターゲ

ットに住み替えを促進すべき。 

・地域包括ケアや在宅医療は実はお金がかかる。非効率的であり拠点に多数の病床

を持つ大きめの施設を立地すべき。また、介護に携わる人材の確保が課題である 

熊本県身体障害者 

福祉団体協議会 

・障がい者をどこの保育所、小中学校でも受け入れられるようにすべき 

・拠点ごとぐらいで福祉のための総合案内所があると良い 
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【子育て関係】 

民間団体等 主な意見 

熊本市保育園連盟 ・保育園の土地は寄付が多いため、拠点への集積に保育園はなじまない。 

・今は施設の建替え、改修をしたい施設がたくさんある状況 

・保育所は地域の資源であり、もっと地域に活用してほしい 

・出生率の向上には親が家にいる時間を長くすべき。 

熊本市 

私立幼稚園協会 

・防犯の面で学校や公園が閉鎖され、子どもが集まる場が無くなった。地域で育つ

環境を作ってあげることが重要。 

・花火大会やどんどやなど、昔からの年中行事を復活すべき 

・出生率向上には３世代同居を推進するべき。定住促進、少子化対策に繋がる 

熊本県 

私立幼稚園連合会 

・施設のキャパは十分。待機児童解消には人材(保育士)の確保が課題である 

・共働きの推進も一つの手だが、親が子どもと過ごす時間を増やすのも重要 

 

【教育関係】 

民間団体等 主な意見 

熊本市 

ＰＴＡ協議会 

・地域交流の場として学校の役割は重要。子育て支援ネットワークができたのでこ

れを活用すべき。 

・校区ごとのまちづくりを担う「地域ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀ」を行政でリードして作って欲しい 

熊本市社会教育 

振興事業団 

・事業団の活動であるスポーツ振興が地域コミュニティの活性化に繋がる 

・行政はもっと情報を発信してほしい 

熊本県 

私学協会 

・介護の専門学校が減ってしまった 

・学校が地域に果たす役割は大きく、学校でのイベントをもっとすべき 

 

【経済関係】 

民間団体等 主な意見 

熊本青年会議所 ・空きテナントの地主が金に困っておらず、バブル期のような高額賃料じゃないと

貸さないケースがある。そのまま空き床となっている 

・在宅医療は介護する側の負担が大きい。実態は施設整備を推進すべき 

・時間や余裕を持った高齢者と地域コーディネート役のマッチングが必要 

・行政の情報は自分でプル(ひっぱる)しないと出てこない。情報提供を流して。 

熊本商工会議所 ・商店街などでは住宅と閉鎖した店舗が一体としてあり、この活用が課題 

・昔ながらの商店街は地域コミュニティの活性化に寄与する。高齢者に出てきても

らう工夫が必要 

熊本経済同友会 ・商工会議所と一緒に作成した都市圏ビジョンの推進を図っていく 

熊本県商店街 

振興組合連合会 

・病院や学校などの都市機能や居住は中心部に集めることが重要である 

・エリアについては小さく決めてよい 

・地域をリードする人材の育成が必要。最終的にまちづくりはひとづくりである。

自治会などと連携して、その地域を良くしようとする体系を作るべき。 
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【住宅関係】 

民間団体等 主な意見 

熊本県建築協会 

 

・居住誘導区域から外れる人達への配慮が必要。住み慣れた地域から離れたくない

人は多いはず。 

・公共交通については交通センターへの一極集中。もっと分かりやすくすべき。 

熊本県建築士 

事務所協会 

・拠点周辺や公共交通軸周辺に空き家があり、その対策として空き家の除却費やリ

フォームに対する補助が必要 

・空き家対策と同時に狭隘道路の解消などインフラ整備も必要 

・住宅を誘導するためには医療や商業、子育て支援施設が必要 

熊本県建築士会 

 

・行政が定住促進のためにお金を交付する制度は効果が少ないと考える 

・中心市街地内の小さなエリアでも核を結ぶという観点が必要 

・この考えは非常に重要であるが、スパンの長い計画なので時間をかけてイメージ

を市民に植え付ける必要がある 

日本賃貸住宅管理 

協会熊本県支部 

・郊外は地価が安いので税金を上げるなどして誘導してはどうか 

・賃貸業の利回りが成り立つのはまちなかや公共交通軸周辺である 

・空き家の大半は賃貸用でなく、単に後継者がいない家や老朽家屋である 

・バスも駅のように、明確に核となるバス停があると分かりやすい 

・持ち家から賃貸へ移ることはほぼ考えられない 

熊本県宅地建物 

取引業協会 

・中心部の良い土地やビルは、東京等から投資目的による買占めがあっており、市

民レベルでは流通していない 

・実態はまちなかは虫食い状態で空き家がある。空き地空き家は公園などにすべき 

・甲佐町のように補助金を出して人を呼び込むことの効果はいまいちである 

・行政に情報提供することは可能であり、行政と業界のネットワーク構築が重要 

全日本不動産協会 

 

・更地にすると税が上がるが、逆に老朽化した家屋の税額を上げるべきである。法

律や税制度と個人財産との関係が整理されていないことが問題 

・行政は土地に対する個人の財産にもっと踏み込んで良い 

・知らない土地に移り住むにはその地域のコミュニティに入れるかが課題 

熊本県住宅 

メーカー協議会 

 

・近くに多世代で暮らす人に対する補助を行うべき。安心して子どもを産める環境 

・県外から見ても熊本は住宅マーケットとして魅力的であるが、それを活かしきれ

ていない。新幹線定期の補助などで呼び込んではいかがか。 

・周辺市町は子育て世代に手厚い支援があり、そっちに人が流れている 

・住んでくれる人に直接お金を支援することに関しては効果が少ないと考える 

熊本県優良住宅 

協会 

・まちを再生するためには、地域会合の場を増やす必要がある。行政はそういった

場を地域に対して作ってあげる努力をすべき 

・ＪＲの高架が完了したら西部に向かってまちが繋がるため、効果を西部に波及さ

せてほしい 

・新しい核は民間が手を入れるので、行政は昔ながらの核を復活させるべき 

 

 


